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別 刷　市民カレンダー

12月の行事／日曜日・祝日診療など
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市長室だより

市政トピックス

特集：地域をつなぐ消防団

災害時、だけじゃない。

平成 31 年度  入園・入所児童を募集

その時の行動  原子力防災訓練

たうんとぴっくす

食育レシピ/加納美術館だより

健康の窓

新刊図書紹介

「ジョーホーの森」各種お知らせ

きらり光る☆地域（裏表紙）

海風を感じて疾走

　秋晴れの中、第14回なかうみマラソ

ン全国大会は号砲。4,920人の選手たち

は、中海沿いの風景や色づきはじめた

山々の景色を楽しみながら駆け抜けまし

た。沿道では、市民や家族などが声援を

送り、選手たちが笑顔を返す姿が見られ

ました。

撮影日／11月４日　場所／安来町（十神大橋）▲開会式であいさつを述べる近藤市長

（10 月 18 日・総合文化ホール）

　山陰地方では最大級の「ビジネスマッチンク商談・

展示会」を10月18日、総合文化ホール「アルテピア」

を会場に開催しました。この会は、中海・宍道湖・大

山圏域（安来市ほか４市）のものづくりを中心とした

企業と、首都圏などの県外企業との情報交換・商談の

場。圏域からは180社が、また、県外のバイヤー側

は91社が参加しました。商談の申し込み件数は過去

最大となりました。

　市内からは22社・団体がエントリー。ハガネのま

ちを象徴する、特殊鋼加工技術を核に航空機産業への

参入を目指す企業グループ「S
ス サ ノ オ

USANOO」が展示ブー

スを設けるなど、ものづくり・ハガネのまちをアピー

ルしました。その他の市内の出展企業にも、素晴らし

い製品が多々あり、企業間取引のきっかけとなり得る

このような場の必要性を感じました。

　この圏域は、製造業を中心とした産業が集積する地

域です。とくに安来市は古来のたたら製鉄を受け継い

だものづくりの技術が今も息づいています。市内で商

談会を開催できたことは、この地に根付いたものづく

りの気質を肌で感じていただけたものと思います。ま

た、実際に足を運んでもらうことで、空港や港湾、高

速道路が整備されたこの地の利便性を知ってもらう機

会にもなったことでしょう。

　市では引き続き地場企業や製品の認知度向上、販路

拡大等、産業振興に力を入れていきます。
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